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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】扉の内側の収納空間をより有効に利用すること
のできる左右に並んで配置された引き出し式の扉を有す
る冷蔵庫を提供する。
【解決手段】冷蔵庫１は、断熱箱体１０と、上部冷凍室
扉１２ａ及び製氷室扉１３ａとを備えている。上部冷凍
室扉１２ａ及び製氷室扉１３ａは、断熱箱体１０に対し
て、左右方向に並んで配置されている引き出し式の扉で
ある。上部冷凍室扉１２ａの内側には、収納ケース２１
が配置されている。また、製氷室扉１３ａの内側には、
貯氷ケース３１が配置されている。そして、断熱箱体１
０内において、左右方向に並んで配置される収納ケース
２１と貯氷ケース３１との間は、少なくとも一部が開放
空間となっている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　断熱箱体と、
　前記断熱箱体に対して、左右方向に並んで配置されている少なくとも２つの引き出し式
の扉と、
　前記引き出し式の扉の内側にそれぞれ配置されている貯蔵容器と
を備えている冷蔵庫であって、
　前記断熱箱体内において、左右方向に並んで配置されている各貯蔵容器の間は、少なく
とも一部が開放空間となっている冷蔵庫。
【請求項２】
　前記断熱箱体内における前記少なくとも２つの貯蔵容器の間は、開放空間となっている
、請求項１に記載の冷蔵庫。
【請求項３】
　前記少なくとも２つの引き出し式の扉は、前記断熱箱体内に収容されるときに、互いに
近づく方向に摺動する、請求項１または２に記載の冷蔵庫。
【請求項４】
　前記引き出し式の扉を摺動可能に支持する第１のレール及び第２のレールをさらに有し
、
　前記第１のレールは、前記貯蔵容器の側面と対向しており、
　前記第２のレールは、前記貯蔵容器の底面と対向している、
　請求項１から３の何れか１項に記載の冷蔵庫。
【請求項５】
　前記貯蔵容器は、前記開放空間にせり出すような形状を有している、請求項１から４の
何れか１項に記載の冷蔵庫。
【請求項６】
　貯蔵庫に対して、左右方向に並んで配置される少なくとも２つの引き出し式の扉であっ
て、
　前記少なくとも２つの引き出し式の扉を前記貯蔵庫内に収容した状態で互いに対向する
位置の側面部には、密閉部材が設けられている引き出し式の扉。
【請求項７】
　貯蔵庫に対して、左右方向に並んで配置される少なくとも２つの引き出し式の扉であっ
て、
　前記引き出し式の扉の内側には、前記貯蔵庫の壁面に当接しながら摺動する第１の当接
部と第２の当接部とが設けられており、
　前記第１の当接部は、前記貯蔵庫の側面上を摺動し、
　前記第２の当接部は、前記貯蔵庫の水平面上を摺動する、引き出し式の扉。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、左右に並んで配置された引き出し式の扉を有する冷蔵庫に関する。また、本
発明は、貯蔵庫に左右に並んで配置される引き出し式の扉に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、冷蔵庫は、冷蔵室、冷凍室および野菜室等の複数の貯蔵室を備えている。そ
して、冷蔵庫の中には、庫内の同じ高さに横並びに複数の貯蔵室が設けられているものも
多く存在する。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、製氷室と切り替え室とが左右に並んで設けられている冷蔵庫
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が開示されている。このような冷蔵庫では、一般に、製氷室と切り替え室とはともに引き
出し式の扉を有する貯蔵室として備えられている。
【０００４】
　そのため、左右に並んで配置されている引き出し式の扉の内側の各収納空間の間には、
仕切り壁が設けられている。例えば、特許文献１に開示されている冷蔵庫１には、製氷室
２と切り替え室３との間に、縦中仕切り壁８が設けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－７８０５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、このような仕切り壁が設けられることで、収納空間の容積が低下してし
まう。
【０００７】
　そこで、本発明では、左右に並んで配置された引き出し式の扉を有する貯蔵庫または冷
蔵庫において、扉の内側の収納空間をより有効に利用することのできる構成を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一局面にかかる冷蔵庫は、断熱箱体と、前記断熱箱体に対して、左右方向に並
んで配置されている少なくとも２つの引き出し式の扉と、前記引き出し式の扉の内側にそ
れぞれ配置されている貯蔵容器とを備えている。そして、前記断熱箱体内において、左右
方向に並んで配置されている各貯蔵容器の間は、少なくとも一部が開放空間となっている
。
【０００９】
　上記の本発明の冷蔵庫において、前記断熱箱体内における前記少なくとも２つの貯蔵容
器の間は、開放空間となっていてもよい。
【００１０】
　上記の本発明の冷蔵庫において、前記少なくとも２つの引き出し式の扉は、前記断熱箱
体内に収容されるときに、互いに近づく方向に摺動してもよい。
【００１１】
　上記の本発明の冷蔵庫は、前記引き出し式の扉を摺動可能に支持する第１のレール及び
第２のレールをさらに有し、前記第１のレールは、前記貯蔵容器の側面と対向しており、
前記第２のレールは、前記貯蔵容器の底面と対向していてもよい。
 
【００１２】
　上記の本発明の冷蔵庫において、前記貯蔵容器は、前記開放空間にせり出すような形状
を有していてもよい。
【００１３】
　本発明の別の局面は、貯蔵庫に対して、左右方向に並んで配置される少なくとも２つの
引き出し式の扉に関する。そして、前記少なくとも２つの引き出し式の扉を前記貯蔵庫内
に収容した状態で互いに対向する位置の側面部には、密閉部材が設けられている。
【００１４】
　本発明のさらに別の局面は、貯蔵庫に対して、左右方向に並んで配置される少なくとも
２つの引き出し式の扉に関する。前記引き出し式の扉の内側には、前記貯蔵庫の壁面に当
接しながら摺動する第１の当接部と第２の当接部とが設けられている。そして、前記第１
の当接部は、前記貯蔵庫の側面上を摺動し、前記第２の当接部は、前記貯蔵庫の水平面上
を摺動する。
【００１５】
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　上記の何れかの局面に係る引き出し式の扉の内側には、貯蔵容器がそれぞれ設けられて
いてもよい。
【発明の効果】
【００１６】
　以上のように、本発明にかかる冷蔵庫では、断熱箱体内において、左右方向に並んで配
置されている各貯蔵容器の間は、少なくとも一部が開放空間となっている。そのため、左
右に並んで配置された引き出し式の扉を有する冷蔵庫において、扉の内側の収納空間をよ
り有効に利用することができる。
【００１７】
　また、本発明の別の局面は、貯蔵庫に対して、左右方向に並んで配置される少なくとも
２つの引き出し式の扉である。そして、少なくとも２つの引き出し式の扉を貯蔵庫内に収
容した状態で互いに対向する位置の側面部には、密閉部材が設けられている。この構成に
よれば、各貯蔵容器の間の少なくとも一部が開放空間となっている貯蔵庫において、引き
出し扉を閉状態とした場合の密閉性を高めることができる。そのため、貯蔵室内の断熱性
を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施形態にかかる冷蔵庫の外観を示す正面図である。
【図２】図１に示す冷蔵庫の中段に配置されている２つの収納空間（上部冷凍室及び製氷
室）の内部構成を示す分解斜視図である。
【図３】図１に示す冷蔵庫の上部冷凍室及び製氷室に備えられている引き出し式の扉を引
き出した状態を示す斜視図である。
【図４】左図は、上部冷凍室に取り付けられる引き出し式の扉（上部冷凍室扉）の裏面側
の構成を示す斜視図である。右図は、製氷室に取り付けられる引き出し式の扉（製氷室扉
）の裏面側の構成を示す斜視図である。
【図５】左図は、上部冷凍室扉に収納ケースを取り付けた状態を示す斜視図である。右図
は、製氷室扉に貯氷ケースを取り付けた状態を示す斜視図である。
【図６】図１に示す冷蔵庫の上部冷凍室及び製氷室の室内の構成を示す正面図である。
【図７】図１に示す冷蔵庫の上部冷凍室及び製氷室の構成を示す上面図である。
【図８】本発明の第２の実施形態にかかる冷蔵庫の中段に配置されている２つの収納空間
（上部冷凍室及び製氷室）の内部構成を示す分解斜視図である。
【図９】本発明の第３の実施形態にかかる冷蔵庫の上部冷凍室及び製氷室の室内の構成を
示す正面図である。
【図１０】図９に示す冷蔵庫の上部冷凍室に備えられた収納ケースの形状を示す斜視図で
ある。
【図１１】本発明の第４の実施形態にかかる冷蔵庫の上部冷凍室及び製氷室の室内の概略
構成を示す上面図である。
【図１２】図１１に示す冷蔵庫の上部冷凍室及び製氷室にセットされる上部冷凍室扉及び
製氷室扉の構成を示す上面図である。
【図１３】図１１に示す冷蔵庫の変形例にかかる上部冷凍室及び製氷室の室内の概略構成
を示す上面図である。
【図１４】図１３に示す冷蔵庫の上部冷凍室及び製氷室にセットされる上部冷凍室扉及び
製氷室扉の構成を示す上面図である。
【図１５】従来の冷蔵庫の上部冷凍室及び製氷室の室内の構成を示す正面図である。
【図１６】従来の冷蔵庫の上部冷凍室及び製氷室の構成を示す上面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、図面を参照しつつ、本発明の各実施形態について説明する。以下の説明では、同
一の部品には同一の符号を付してある。それらの名称および機能も同じである。したがっ
て、それらについての詳細な説明は繰り返さない。
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【００２０】
　〔第１の実施形態〕
　第１の実施形態では、本発明の冷蔵庫の一例として、冷蔵庫の中段に、引き出し式の扉
を有する製氷室及び冷凍室が左右に並んで配置されている構成を例に挙げて説明する。但
し、本発明の冷蔵庫の各貯蔵空間の配置は、これに限定はされない。
【００２１】
　＜冷蔵庫の全体構成＞
　図１には、本実施形態に係る冷蔵庫１の正面からの外観を示す。図１に示すように、冷
蔵庫１は、最上段に冷蔵室１１、上から２段目の右側に上部冷凍室１２、上から２段目の
左側に製氷室１３、上から３段目に下部冷凍室１４、最下段に野菜室１５をそれぞれ備え
ている。
【００２２】
　また、冷蔵庫１の各貯蔵空間には、開閉可能な扉（例えば、冷蔵室扉１１ａ、上部冷凍
室扉１２ａ、製氷室扉１３ａ）がそれぞれ設けられている。上段の冷蔵室１１の扉として
は、例えば、左右の何れかの端部から開閉する方式、左右両側から開閉可能な方式、左右
に分割された観音開きの方式などを採用できる。本実施形態では、冷蔵室１１の扉として
、観音開き式の冷蔵室扉１１ａ及び冷蔵室扉１１ｂが設けられている。上から２段目の上
部冷凍室１２及び製氷室１３には、引き出し式の上部冷凍室扉１２ａ及び製氷室扉１３ａ
がそれぞれ設けられている。また、上から３段目の下部冷凍室１４及び最下段の野菜室１
５の扉としては、引き出し式の下部冷凍室扉１４ａ及び野菜室扉１５ａがそれぞれ設けら
れている。
【００２３】
　本実施形態では、扉が設けられている面を冷蔵庫の前面とする。そして、前面を基準に
して、冷蔵庫１の各面を上面、側面、背面、及び底面とする。したがって、本明細書中に
おいて、「前面側」または「背面側」と規定するときは、任意の位置を基準として前面又
は背面が設けられている側、あるいは、任意の位置から前面又は背面へ向かう方向のこと
を意味する。
【００２４】
　また、本明細書では、冷蔵庫１の前面から背面へ向かう方向、および冷蔵庫１の背面か
ら前面を向かう方向のことを、前後方向と呼ぶ。また、本明細書では、冷蔵庫１の任意の
一方の側面から他方の側面へ向かう方向のことを、左右方向または水平方向と呼ぶ。なお
、冷蔵庫１の前面側から見て左側に位置する側面のことを、冷蔵庫１の左側面と呼び、冷
蔵庫１の前面側から見て右側に位置する側面のことを、冷蔵庫１の右側面と呼ぶ。さらに
、本明細書では、冷蔵庫１の上面から底面へ向かう方向、および冷蔵庫１の底面から上面
を向かう方向のことを、上下方向または垂直方向と呼ぶ。
【００２５】
　冷蔵庫１の内部には、冷凍サイクルが設けられている。冷蔵庫１に設けられている冷凍
サイクルの構成については、従来公知の冷凍サイクルの構成が適用できる。
【００２６】
　＜製氷室及び上部冷凍室の構成＞
　続いて、上部冷凍室１２および製氷室１３のより詳細な構成について、図２および図３
を参照しながら説明する。図２および図３には、主として、冷蔵庫１の上から２段目に配
置された上部冷凍室１２及び製氷室１３の内部構成を示す。図２では、上部冷凍室１２を
構成する上部冷凍室扉１２ａおよび収納ケース（貯蔵容器）２１、並びに、製氷室１３を
構成する製氷室扉１３ａおよび貯氷ケース（貯蔵容器）３１を、冷蔵庫１から取り外した
状態で示す。図３では、上部冷凍室扉１２ａおよび製氷室扉１３ａを、途中まで引き出し
た状態で示す。なお、図２では、冷蔵室１１に取り付けられた扉の図示を省略している。
【００２７】
　図２に示すように、冷蔵庫１の外形は、断熱箱体１０によって形成されている。断熱箱
体は、内箱と外箱との間に、発泡ポリウレタンなどの断熱材を充填して形成される。また
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、断熱箱体１０は、仕切り壁５１・５２を有している。これらの仕切り壁５１・５２によ
って、断熱箱体１０の内部が各貯蔵空間に区画されている。
【００２８】
　上部冷凍室１２および製氷室１３は、断熱箱体１０に対して左右に並んで配置されてい
る。図２に示すように、上部冷凍室１２および製氷室１３は、仕切り壁５１と仕切り壁５
２との間に配置されている。なお、本実施形態の冷蔵庫１においては、左右に並んで配置
された上部冷凍室１２と製氷室１３との間には、仕切り壁が設けられていない。すなわち
、上部冷凍室１２と製氷室１３との間は、開放空間となっている。
【００２９】
　図２に示すように、断熱箱体１０内の右側の側面１２ｂ及び断熱箱体１０の左側の側面
１３ｂには、前後方向に細長い溝が形成されている。側面１２ｂに形成された溝は、引き
出し式の上部冷凍室扉１２ａを摺動可能に支持する側面レール（第１のレール）５４ａで
あり、側面１３ｂに形成された溝は、引き出し式の製氷室扉１３ａを摺動可能に支持する
側面レール（第１のレール）５４ｂである。
【００３０】
　また、図２に示すように、上部冷凍室１２および製氷室１３の底面を構成する仕切り壁
５２の上面（水平面）には、左右方向の中央付近に、前後方向に細長い２つの溝が形成さ
れている。これら２つの溝は、互いに略平行に配置されている。これらの溝のうち、右側
の溝は、引き出し式の上部冷凍室扉１２ａを摺動可能に支持する底面レール（第２のレー
ル）５５ａであり、左側の溝は、引き出し式の製氷室扉１３ａを摺動可能に支持する底面
レール（第２のレール）５５ｂである。
【００３１】
　収納ケース２１は、上面が空いた箱状体である。同様に、貯氷ケース３１も、上面が空
いた箱状体である。収納ケース２１及び貯氷ケース３１は、例えば、ポリプロピレン、ポ
リスチレンなどのプラスチック樹脂を成形して得られる。貯氷ケース３１の上方には、製
氷装置（図示せず）が配置されている。そのため、貯氷ケース３１の高さは、収納ケース
２１の高さと比較して小さくなっている。
【００３２】
　収納ケース２１は、引き出し式の上部冷凍室扉１２ａに取り付けられる（図５参照）。
この構成により、上部冷凍室扉１２ａを引き出して扉を開放すると、図３に示すように、
収納ケース２１も上部冷凍室扉１２ａとともに引き出される。これにより、使用者は、上
部冷凍室１２内に食品などの収容物を入れたり、上部冷凍室１２から収容物を取り出した
りすることができる。
【００３３】
　同様に、貯氷ケース３１は、引き出し式の製氷室扉１３ａに取り付けられる。この構成
により、製氷室扉１３ａを引き出して扉を開放すると、図３に示すように、貯氷ケース３
１も製氷室扉１３ａとともに引き出される。これにより、使用者は、製氷室１３から氷を
取り出すことができる。
【００３４】
　本実施形態にかかる冷蔵庫１では、製氷室１３と比較して上部冷凍室１２の容積の方が
やや大きくなっている。各貯蔵室の大きさに応じて、貯氷ケース３１の内容積（具体的に
は、左右方向の幅）よりも収納ケース２１の内容積（具体的には、左右方向の幅）の方が
大きくなっている。また、上部冷凍室扉１２ａおよび製氷室扉１３ａの大きさも、各貯蔵
室の大きさに応じて規定されている。なお、本発明において、各貯蔵室の大きさは任意で
あり、本実施形態の構成に限定はされない。
【００３５】
　図４の左側には、上部冷凍室扉１２ａの内側（裏面側）の構成を示す。また、図４の右
側には、製氷室扉１３ａの内側（裏面側）の構成を示す。
【００３６】
　図４に示すように、上部冷凍室扉１２ａは、主な構成部材として、扉板２２、パッキン
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（密閉部材）２３、内側支持軸２４、外側支持軸２５、後方支持軸２６、および移動ロー
ラ（当接部）２７ａ・２７ｂを有している。
【００３７】
　扉板２２は、上部冷凍室扉１２ａの本体部分を主に構成する。断熱箱体１０と同様に、
扉板２２の内部には、断熱材が充填されている。
【００３８】
　パッキン２３は、上部冷凍室扉１２ａを閉状態としたときに、上部冷凍室１２内を外側
空間から遮断する。すなわち、パッキン２３は、貯蔵空間内を密閉し、断熱性能を維持す
るための部材である。パッキン２３は、合成ゴムなどの柔軟性を有する材料で形成される
。
【００３９】
　図４に示すように、パッキン２３は、扉板２２の一側面部に配置された側面部２３ａと
、扉板２２の裏面の周囲に配置された裏面部２３ｂとで構成される。図２および図３に示
すように、側面部２３ａは、上部冷凍室扉１２ａと製氷室扉１３ａとを並べて冷蔵庫１内
に収容した状態で、製氷室扉１３ａの扉板３２の側面部３３ａと対向する。
【００４０】
　内側支持軸２４および外側支持軸２５は、扉板２２の裏面から、該裏面に対して略垂直
に延びている。すなわち、内側支持軸２４および外側支持軸２５は、互いに略平行になっ
ている。内側支持軸２４および外側支持軸２５は、例えば、ネジ（図示せず）などによっ
て扉板２２の裏面に取り付けられている。内側支持軸２４は、上部冷凍室扉１２ａを冷蔵
庫１内に収容した状態で、冷蔵庫１内の左右方向の内側に位置する。外側支持軸２５は、
上部冷凍室扉１２ａを冷蔵庫１内に収容した状態で、冷蔵庫１内の左右方向の外側（すな
わち、側面１２ｂ側）に位置する。
【００４１】
　内側支持軸２４および外側支持軸２５は、例えば、金属などの剛性を有する材料で形成
される。内側支持軸２４は、側方部材２４ａと、側方部材２４ａに対して略垂直に接続さ
れた底面部材２４ｂとで構成される。これにより、内側支持軸２４は、略Ｌ字型の断面形
状を有している。同様に、外側支持軸２５は、側方部材２５ａと、側方部材２５ａに対し
て略垂直に接続された底面部材２５ｂとで構成される。これにより、外側支持軸２５は、
略Ｌ字型の断面形状を有している。
【００４２】
　後方支持軸２６は、内側支持軸２４の後方側端部と、外側支持軸２５の後方側端部とを
連結している。一例では、後方支持軸２６は板状の部材であり、内側支持軸２４の底面部
材２４ｂと、外側支持軸２５の底面部材２５ｂとを連結するように構成されている。後方
支持軸２６は、例えば、外側支持軸２５などと同じ金属、あるいは、剛性を有するプラス
チック樹脂などで形成することができる。
【００４３】
　移動ローラ２７ａ・２７ｂは、円形状部材であり、例えば、プラスチック樹脂などで形
成されている。移動ローラ２７ａは、内側支持軸２４の後方側端部の近傍に取り付けられ
ている。より具体的には、移動ローラ２７ａは、内側支持軸２４の側方部材２４ａにネジ
などで固定されている。なお、移動ローラ２７ａは、側方部材２４ａに回転可能に取り付
けられていてもよい。
【００４４】
　移動ローラ２７ｂは、外側支持軸２５の後方側端部の近傍に取り付けられている。移動
ローラ２７ｂは、外側支持軸２５の後方側端部の近傍に取り付けられている。より具体的
には、移動ローラ２７ｂは、外側支持軸２５の側方部材２５ａにネジなどで固定されてい
る。なお、移動ローラ２７ｂは、側方部材２５ａに回転可能に取り付けられていてもよい
。
【００４５】
　上部冷凍室扉１２ａを冷蔵庫１内に収容した状態で、移動ローラ２７ａは、仕切り壁５
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２上に形成された底面レール５５ａに当接するとともに、移動ローラ２７ｂは、断熱箱体
１０の側面１２ｂに形成された側面レール５４ａに当接する。そして、上部冷凍室扉１２
ａを冷蔵庫１から引き出す際には、移動ローラ２７ａは、底面レール５５ａの壁面（底面
）に当接しながら、底面レール５５ａ上を摺動し、移動ローラ２７ｂは、側面レール５４
ａの壁面（底面）に当接しながら、側面レール５４ａ上を摺動する。
【００４６】
　図４に示すように、製氷室扉１３ａは、主な構成部材として、扉板３２、パッキン（密
閉部材）３３、内側支持軸３４、外側支持軸３５、後方支持軸３６、および移動ローラ（
当接部）３７ａ・３７ｂを有している。
【００４７】
　扉板３２は、製氷室扉１３ａの本体部分を主に構成する。断熱箱体１０や扉板２２と同
様に、扉板３２の内部には、断熱材が充填されている。
【００４８】
　パッキン３３は、製氷室扉１３ａを閉状態としたときに、製氷室１３内を外側空間から
遮断する。すなわち、パッキン３３は、貯蔵空間内を密閉し、断熱性能を維持するための
部材である。パッキン３３は、合成ゴムなどの柔軟性を有する材料で形成される。
【００４９】
　図４に示すように、パッキン３３は、扉板３２の一側面部に配置された側面部３３ａと
、扉板３２の裏面の周囲に配置された裏面部３３ｂとで構成される。図２および図３に示
すように、側面部３３ａは、上部冷凍室扉１２ａと製氷室扉１３ａとを並べて冷蔵庫１内
に収容した状態で、上部冷凍室扉１２ａの扉板２２の側面部２３ａと対向する。
【００５０】
　内側支持軸３４および外側支持軸３５は、扉板３２の裏面から、該裏面に対して略垂直
に延びている。すなわち、内側支持軸３４および外側支持軸３５は、互いに略平行になっ
ている。内側支持軸３４および外側支持軸３５は、例えば、ネジ（図示せず）などによっ
て扉板３２の裏面に取り付けられている。内側支持軸３４は、製氷室扉１３ａを冷蔵庫１
内に収容した状態で、冷蔵庫１内の左右方向の内側に位置する。外側支持軸３５は、製氷
室扉１３ａを冷蔵庫１内に収容した状態で、冷蔵庫１内の左右方向の外側（すなわち、側
面１３ｂ側）に位置する。
【００５１】
　内側支持軸３４および外側支持軸３５は、内側支持軸２４および外側支持軸２５と同様
に、例えば、金属などの剛性を有する材料で形成される。内側支持軸３４は、側方部材３
４ａと、側方部材３４ａに対して略垂直に接続された底面部材３４ｂとで構成される。こ
れにより、内側支持軸３４は、略Ｌ字型の断面形状を有している。同様に、外側支持軸３
５は、側方部材３５ａと、側方部材３５ａに対して略垂直に接続された底面部材３５ｂと
で構成される。これにより、外側支持軸３５は、略Ｌ字型の断面形状を有している。
【００５２】
　後方支持軸３６は、内側支持軸３４の後方側端部と、外側支持軸３５の後方側端部とを
連結している。一例では、後方支持軸３６は板状の部材であり、内側支持軸３４の底面部
材３４ｂと、外側支持軸３５の底面部材３５ｂとを連結するように構成されている。後方
支持軸３６は、例えば、外側支持軸３５などと同じ金属、あるいは、剛性を有するプラス
チック樹脂などで形成することができる。
【００５３】
　移動ローラ３７ａ・３７ｂは、移動ローラ２７ａ・２７ｂと同様に、円形状部材であり
、例えば、プラスチック樹脂などで形成されている。移動ローラ３７ａは、内側支持軸３
４の後方側端部の近傍に取り付けられている。より具体的には、移動ローラ３７ａは、内
側支持軸３４の側方部材３４ａにネジなどで固定されている。なお、移動ローラ３７ａは
、側方部材３４ａに回転可能に取り付けられていてもよい。
【００５４】
　移動ローラ３７ｂは、外側支持軸３５の後方側端部の近傍に取り付けられている。移動
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ローラ３７ｂは、外側支持軸３５の後方側端部の近傍に取り付けられている。より具体的
には、移動ローラ３７ｂは、外側支持軸３５の側方部材３５ａにネジなどで固定されてい
る。なお、移動ローラ３７ｂは、側方部材３５ａに回転可能に取り付けられていてもよい
。
【００５５】
　製氷室扉１３ａを冷蔵庫１内に収容した状態で、移動ローラ３７ａは、仕切り壁５２上
に形成された底面レール５５ｂに当接するとともに、移動ローラ３７ｂは、断熱箱体１０
の側面１３ｂに形成された側面レール５４ｂに当接する。そして、製氷室扉１３ａを冷蔵
庫１から引き出す際には、移動ローラ３７ａは、底面レール５５ｂの壁面（底面）に当接
しながら、底面レール５５ｂ上を摺動し、移動ローラ３７ｂは、側面レール５４ｂの壁面
（底面）に当接しながら、側面レール５４ｂ上を摺動する。
【００５６】
　以上のような構成を有する上部冷凍室扉１２ａおよび製氷室扉１３ａに対して、収納ケ
ース２１または貯氷ケース３１がそれぞれセットされる。図５の左側には、上部冷凍室扉
１２ａに収納ケース２１をセットした状態を示す。図５の右側には、製氷室扉１３ａに貯
氷ケース３１をセットした状態を示す。
【００５７】
　本実施形態では、収納ケース２１および貯氷ケース３１は、引き出し式の扉に対して取
り外し可能にセットされる。これにより、収納ケース２１および貯氷ケース３１に汚れが
付着した場合などに、各ケースを取り外して洗浄することができる。但し、本発明はこの
構成に限定はされない。すなわち、引き出し式の扉と貯蔵容器とが一体化されている構成
も本発明の範疇に含まれる。
【００５８】
　以上のように、本実施形態にかかる冷蔵庫１では、断熱箱体１０内において左右に並ん
で配置されている上部冷凍室１２と製氷室１３との間には、仕切り壁が設けられていない
。すなわち、上部冷凍室１２と製氷室１３との間は、開放空間となっている。この構成に
より、左右に並んで配置された引き出し式の扉を有する冷蔵庫において、扉の内側の収納
空間をより有効に利用することができる。
【００５９】
　この点について、図６および図７を参照しながら以下に説明する。図６には、冷蔵庫１
の上から２段目の貯蔵空間を前方から見た場合の構成を模式的に示す。図７には、冷蔵庫
１の上から２段目の貯蔵空間を上方から見た場合の構成を模式的に示す。
【００６０】
　また、比較のために、図１５には、従来の冷蔵庫９００の中段に設けられた貯蔵空間（
具体的には、上部冷凍室９１２および製氷室９１３）を前方から見た場合の構成を模式的
に示す。図１６には、図１５に示す貯蔵空間を上方から見た場合の構成を模式的に示す。
なお、説明の便宜上、従来の冷蔵庫９００の各貯蔵空間の配置は、冷蔵庫１と同じとする
。
【００６１】
　図６に示すように、冷蔵庫１の上から２段目の貯蔵空間内には、右側に収納ケース２１
、左側に貯氷ケース３１が収容されている。そして、収納ケース２１と貯氷ケース３１と
の間（図６において太い破線で囲んだ部分）には、仕切り壁が設けられていない。
【００６２】
　これに対して、従来の冷蔵庫９００では、左右に並んで配置された２つの貯蔵室の間に
仕切り壁９５３が設けられている。仕切り壁９５３が設けられていることで、収納ケース
９２１及び貯氷ケース９３１の大きさ（具体的には、左右方向の幅）は、収納ケース２１
および貯氷ケース３１の大きさよりも小さい。なお、図６には、従来の冷蔵庫９００に設
けられた収納ケース９２１および貯氷ケース９３１に相当するサイズの各ケースを破線で
示す。
【００６３】
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　以上のように、本実施形態の冷蔵庫１によれば、上部冷凍室１２および製氷室１３の収
納容量を従来の冷蔵庫９００と比較して大きくすることができる。
【００６４】
　なお、従来の冷蔵庫９００においては、引き出し式扉９１２ａ・９１３ａの扉板９２２
・９３２の裏面の周囲にパッキン９２３・９３３が設けられている（図１６参照）。そし
て、引き出し式の扉９１２ａ・９１３ａを閉状態としたとき、扉板９２２・９３２の裏面
に配置されたパッキン９２３・９３３は、断熱箱体の間口部分１０ａ、および、断熱箱体
内に配置された各仕切り壁９５１・９５２・９５３の前面に当接するような構成となって
いる。これにより、各貯蔵室の密閉性が保たれる。
【００６５】
　これに対して、本実施形態にかかる冷蔵庫１では、左右に並んで配置された２つの貯蔵
室（具体的には、上部冷凍室１２および製氷室１３）の間に仕切り壁が設けられていない
。そのため、扉板の裏面にパッキンを設ける従来の構成では、隣接する各扉板の間に隙間
が生じ、各貯蔵室の密閉性が低下する可能性がある。
【００６６】
　そこで、本実施形態にかかる冷蔵庫１では、上部冷凍室扉１２ａおよび製氷室扉１３ａ
を断熱箱体１０内に収容した状態で互いに対向する位置の側面部（すなわち、側面部２３
ａおよび３３ａ）に、パッキン２３および３３がそれぞれ設けられている。これにより、
上部冷凍室扉１２ａおよび製氷室扉１３ａを閉状態としたときの上部冷凍室１２および製
氷室１３内の密閉性を高めることができる。
【００６７】
　また、図１５に示すように、仕切り壁９５３が設けられている従来の冷蔵庫９００では
、貯蔵容器（具体的には、収納ケース９２１及び貯氷ケース９３１）の左右両側の側面に
対向する位置に、引き出し式の扉を摺動可能に支持するレールが形成されている。
【００６８】
　すなわち、引き出し式の扉９１２ａの左側（内側）の移動ローラ９２７ａを摺動可能に
支持するレール９５５ａは、仕切り壁９５３の側面に形成されている。また、引き出し式
の扉９１２ａの右側（外側）の移動ローラ９２７ｂを摺動可能に支持するレール９５４ａ
は、断熱箱体１０の側面１２ｂに形成されている。
【００６９】
　また、引き出し式の扉９１３ａの右側（内側）の移動ローラ９３７ａを摺動可能に支持
するレール９５５ｂは、仕切り壁９５３の側面に形成されている。また、引き出し式の扉
９１３ａの左側（外側）の移動ローラ９３７ｂを摺動可能に支持するレール９５４ｂは、
断熱箱体１０の側面１３ｂに形成されている。
【００７０】
　これに対して、本実施形態にかかる冷蔵庫１には、上部冷凍室１２と製氷室１３との間
に、仕切り壁が設けられておらず、開放空間となっている。そのため、上部冷凍室扉１２
ａおよび製氷室扉１３ａを摺動可能に支持するレールが、従来の冷蔵庫９００とは異なる
位置に形成されている。
【００７１】
　具体的には、図６に示すように、冷蔵庫１では、貯蔵容器（具体的には、収納ケース９
２１及び貯氷ケース９３１）の左右両側に形成されている２つのレールのうち、一方側の
レールは、貯蔵容器の側面と対向する位置に形成されている。また、他方側のレールは、
貯蔵容器の底面と対向する位置に形成されている。
【００７２】
　すなわち、上部冷凍室扉１２ａの左側（内側）の移動ローラ２７ａを摺動可能に支持す
る底面レール５５ａは、仕切り壁５２の上面（水平面）に形成されている。また、上部冷
凍室扉１２ａの右側（外側）の移動ローラ２７ｂを摺動可能に支持する側面レール５４ａ
は、断熱箱体１０の側面１２ｂに形成されている。
【００７３】
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　また、製氷室扉１３ａの右側（内側）の移動ローラ３７ａを摺動可能に支持する底面レ
ール５５ｂは、仕切り壁５２の上面（水平面）に形成されている。また、製氷室扉１３ａ
の左側（外側）の移動ローラ３７ｂを摺動可能に支持する側面レール５４ｂは、断熱箱体
１０の側面１３ｂに形成されている。
【００７４】
　上記の構成により、上部冷凍室扉１２ａに設けられた２つの移動ローラ２７ａ・２７ｂ
のうち、移動ローラ２７ｂは、断熱箱体１０の側面１２ｂ（具体的には、側面レール５４
ａ）上を摺動し、移動ローラ２７ａは、仕切り壁５２の上面（具体的には、底面レール５
５ａ）上を摺動する。また、製氷室扉１３ａに設けられた２つの移動ローラ３７ａ・３７
ｂのうち、移動ローラ３７ｂは、断熱箱体１０の側面１３ｂ（具体的には、側面レール５
４ｂ）上を摺動し、移動ローラ３７ａは、仕切り壁５２の上面（具体的には、底面レール
５５ｂ）上を摺動する。
【００７５】
　以上のように、上部冷凍室扉１２ａに設けられた２つの移動ローラ２７ａ・２７ｂは、
それぞれ異なる高さに設けられた各レール上に配置される。そのため、２つの移動ローラ
２７ａ・２７ｂの大きさ及び配置位置は、各レールに対応して異なっている。同様に、製
氷室扉１３ａに設けられた２つの移動ローラ３７ａ・３７ｂは、それぞれ異なる高さに設
けられた各レール上に配置される。そのため、２つの移動ローラ３７ａ・３７ｂの大きさ
及び配置位置は、各レールに対応して異なっている。
【００７６】
　＜第１の実施形態のまとめ＞
　以上のように、本実施形態に係る冷蔵庫１には、左右に並んで配置されている上部冷凍
室１２と製氷室１３との間に、仕切り壁が設けられていない。この構成により、左右に並
んで配置された引き出し式の扉を有する冷蔵庫において、扉の内側の収納空間をより有効
に利用することができる。
【００７７】
　また、上記のような構成を有する冷蔵庫１に対して取り付けられる上部冷凍室扉１２ａ
および製氷室扉１３ａには、冷蔵庫１に収容した状態で互いに対向する位置の側面部に、
パッキン２３および３３がそれぞれ設けられている。これにより、上部冷凍室扉１２ａお
よび製氷室扉１３ａを閉状態としたときの上部冷凍室１２および製氷室１３内の密閉性を
高めることができる。
【００７８】
　また、上記のような構成を有する冷蔵庫１に対して取り付けられる上部冷凍室扉１２ａ
および製氷室扉１３ａには、左右両側に移動ローラが取り付けられている。これら２つの
移動ローラのうち、内側の移動ローラ（すなわち、移動ローラ２７ａ・３７ａ）は、仕切
り壁５２の上面（具体的には、底面レール５５ａ）上を摺動する。また、これら２つの移
動ローラのうち、外側の移動ローラ（すなわち、移動ローラ２７ｂ・３７ｂ）は、断熱箱
体１０の側面１３ｂ（具体的には、側面レール５４ｂ）上を摺動する。
【００７９】
　上記のような構成を有する引き出し式の扉は、上部冷凍室１２と製氷室１３との間に仕
切り壁が設けられていない冷蔵庫に対して、好適に利用することができる。
【００８０】
　本実施形態では、本発明の一例として、冷凍室と製氷室とが左右に並んで配置されてい
る構成を例に挙げて説明した。しかし、本発明の冷蔵庫はこれに限定はされない。すなわ
ち、左右に並んで配置されている引き出し式扉の内側の貯蔵空間の組合せは、冷凍室と製
氷室に限定はされない。これ以外にも、冷蔵室と野菜室とが左右に並んで配置されている
構成や、冷凍室と冷凍室とが左右に並んで配置されている構成としてもよい。なお、本発
明では、左右に並んで配置された各貯蔵空間の間は、少なくとも一部が開放空間となって
いる。そのため、左右に並んで配置された各貯蔵空間の設定温度は、同じとすることが好
ましい。
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【００８１】
　〔第２の実施形態〕
　続いて、本発明の第２の実施形態について説明する。第２の実施形態は、冷蔵庫の上か
ら２段目の貯蔵空間の構成が第１の実施形態とは異なっている。その他の構成については
、基本的に第１の実施形態と同じ構成を適用することができる。そこで、第２の実施形態
では、第１の実施形態とは異なる点のみを説明する。
【００８２】
　図８には、第２の実施形態にかかる冷蔵庫１００の構成を示す。図８では、主として、
冷蔵庫１００の上から２段目に配置された上部冷凍室１２及び製氷室１３の内部構成を示
す。図８では、上部冷凍室１２を構成する上部冷凍室扉１１２ａおよび収納ケース（貯蔵
容器）１２１、並びに、製氷室１３を構成する製氷室扉１１３ａおよび貯氷ケース（貯蔵
容器）１３１を、冷蔵庫１００から取り外した状態で示す。
【００８３】
　図８に示すように、冷蔵庫１００の外形は、断熱箱体１０によって形成されている。ま
た、断熱箱体１０は、仕切り壁５１・５２を有している。これらの仕切り壁５１・５２に
よって、断熱箱体１０の内部が各貯蔵空間に区画されている。
【００８４】
　第１の実施形態と同様に、上部冷凍室１２および製氷室１３は、断熱箱体１０に対して
左右に並んで配置されている。上部冷凍室１２及び製氷室１３は、仕切り壁５１と仕切り
壁５２との間に配置されている。第１の実施形態の冷蔵庫１においては、上部冷凍室１２
と製氷室１３との間は、開放空間となっていた。これに対して、第２の実施形態の冷蔵庫
１００では、上部冷凍室１２と製氷室１３との間に、仕切用突起１５３が設けられている
。すなわち、第２の実施形態の冷蔵庫１００では、上部冷凍室１２と製氷室１３との間に
、部分的に仕切り壁が設けられており、上部冷凍室１２と製氷室１３との間は、部分的に
開放空間となっている。
【００８５】
　仕切用突起１５３は、仕切り壁５２の上面から突出している。仕切用突起１５３は、上
部冷凍室１２と製氷室１３との境界の下方部分に配置され、その上方部分では、上部冷凍
室１２と製氷室１３との間は開放状態となっている、すなわち、仕切用突起１５３は、従
来の冷蔵庫９００の仕切り壁９５３（図１５参照）のように、上部冷凍室と製氷室とを完
全に遮断するのではなく、上部冷凍室１２と製氷室１３との間の一部分を占有するように
配置されている。
【００８６】
　図８に示すように、断熱箱体１０内の右側の側面１２ｂ及び断熱箱体１０の左側の側面
１３ｂには、前後方向に細長い溝が形成されている。側面１２ｂに形成された溝は、引き
出し式の上部冷凍室扉１１２ａを摺動可能に支持する側面レール１５４ａであり、側面１
３ｂに形成された溝は、引き出し式の製氷室扉１１３ａを摺動可能に支持する側面レール
１５４ｂである。側面レール１５４ａ・１５４ｂは、第１の実施形態の側面レール５４ａ
・５４ｂと同様の構成を適用できる。
【００８７】
　また、図８に示すように、上部冷凍室１２と製氷室１３との間の仕切用突起１５３の左
右両側の側面には、前後方向に細長い溝がそれぞれ形成されている。これら２つの溝は、
互いに略平行に配置されている。これらの溝のうち、右側の溝は、引き出し式の上部冷凍
室扉１１２ａを摺動可能に支持する側面レール１５５ａであり、左側の溝は、引き出し式
の製氷室扉１１３ａを摺動可能に支持する側面レール１５５ｂである。
【００８８】
　収納ケース１２１および貯氷ケース１３１は、第１の実施形態の収納ケース２１および
貯氷ケース３１と同様の構成を適用できる。また、第１の実施形態と同様に、収納ケース
１２１は、引き出し式の上部冷凍室扉１１２ａに取り付けられる。また、貯氷ケース１３
１は、引き出し式の製氷室扉１１３ａに取り付けられる。
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【００８９】
　上部冷凍室扉１１２ａは、主な構成部材として、扉板１２２、パッキン（密閉部材）１
２３、内側支持軸１２４、外側支持軸１２５、後方支持軸１２６、および移動ローラ（当
接部）１２７ａ・１２７ｂを有している。
【００９０】
　扉板１２２、パッキン１２３、内側支持軸１２４、外側支持軸１２５、後方支持軸１２
６、および移動ローラ１２７ａはそれぞれ、第１の実施形態の扉板２２、パッキン２３、
内側支持軸２４、外側支持軸２５、後方支持軸２６、および移動ローラ２７ｂと同様の構
成を適用できる。移動ローラ１２７ａについては、側面レール１５５ａ上を移動するよう
に、第１の実施形態の移動ローラ２７ａよりも上方に配置されている。
【００９１】
　製氷室扉１１３ａは、主な構成部材として、扉板１３２、パッキン（密閉部材）１３３
、内側支持軸１３４、外側支持軸１３５、後方支持軸１３６、および移動ローラ（当接部
）１３７ａ・１３７ｂを有している。
【００９２】
　扉板１３２、パッキン１３３、内側支持軸１３４、外側支持軸１３５、後方支持軸１３
６、および移動ローラ１３７ｂはそれぞれ、第１の実施形態の扉板３２、パッキン３３、
内側支持軸３４、外側支持軸３５、後方支持軸３６、および移動ローラ３７ｂと同様の構
成を適用できる。移動ローラ１３７ａについては、側面レール１５５ｂ上を移動するよう
に、第１の実施形態の移動ローラ３７ａよりも上方に配置されている。
【００９３】
　以上のように、本実施形態に係る冷蔵庫１００は、上部冷凍室１２と製氷室１３との間
に仕切用突起１５３を備えている。そして、仕切用突起１５３の上方部分は開放空間とな
っている。これにより、仕切用突起１５３の上方部分の空間を貯蔵空間などとして有効利
用できるとともに、上部冷凍室１２と製氷室１３とをより明確に区画することができる。
【００９４】
　なお、本実施形態では、上部冷凍室１２と製氷室１３とを区画する仕切用突起１５３は
、仕切り壁５２上に配置されている。しかし、本発明は、この構成に限定はされない。仕
切用突起１５３の代わりに、仕切り壁５１の下面から突出するように設けられた仕切用突
起を配置してもよい。
【００９５】
　またあるいは、上部冷凍室１２と製氷室１３との間の前方部分に、仕切り壁５１と仕切
り壁５２とを橋渡しするような柱状の仕切りを配置してもよい。この構成によれば、上部
冷凍室１２と製氷室１３との間の後方部分は、開放空間となるため、この空間を有効利用
することができる。また、この構成では、従来の冷蔵庫９００と同様に、扉板の裏面にの
みパッキンを設ければよい。
【００９６】
　〔第３の実施形態〕
　続いて、本発明の第３の実施形態について説明する。第３の実施形態は、収納ケースの
形状が第２の実施形態とは異なっている。その他の構成については、基本的に第２の実施
形態と同じ構成を適用することができる。そこで、第３の実施形態では、第２の実施形態
とは異なる点のみを説明する。
【００９７】
　図９には、第３の実施形態にかかる冷蔵庫２００の構成を示す。図９では、冷蔵庫２０
０の上から２段目の貯蔵空間を前方から見た場合の構成を模式的に示す。なお、冷蔵庫２
００において、断熱箱体１０、仕切り壁５１・５２、仕切用突起１５３、上部冷凍室扉１
１２ａ、および製氷室扉１１３ａは、第２の実施形態の冷蔵庫１００と同様の構成を適用
できる。
【００９８】
　図９に示すように、冷蔵庫２００の上から２段目の貯蔵空間内には、右側に収納ケース
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２２１、左側に貯氷ケース２３１が収容されている。収納ケース２２１と貯氷ケース２３
１との間には、下方部分に仕切用突起１５３が設けられている。そして、仕切用突起１５
３の上方には、仕切り壁が設けられておらず、開放空間となっている。
【００９９】
　そこで、本実施形態の冷蔵庫２００では、図９に示すように、収納ケース２２１の左部
分が、開放空間にせり出すような形状を有している。図１０には、収納ケース２２１の左
側の形状を示す。収納ケース２２１には、左側面部に、張り出し部２２１ａと、凹み部２
２１ｂとが形成されている。
【０１００】
　張り出し部２２１ａは、図９に示すように、収納ケース２２１を冷蔵庫２００内に収容
した状態で、仕切用突起１５３の上方部分に位置する。そして、収納ケース２２１が冷蔵
庫２００内に収容されたときに、仕切用突起１５３は凹み部２２１ｂ内に収まる。
【０１０１】
　本実施形態にかかる冷蔵庫２００は、以上のように、収納ケース２２１の左部分が、開
放空間にせり出すような形状を有している。これにより、収納ケース２２１の収納容積を
増大させることができる。
【０１０２】
　なお、本実施形態では、上部冷凍室１２の収納ケース２２１が開放空間にせり出す形状
を有している。しかし、本発明はこれに限定はされず、例えば、製氷室１３の貯氷ケース
２３１が開放空間にせり出す形状を有していてもよい。
【０１０３】
　〔第４の実施形態〕
　続いて、本発明の第４の実施形態について説明する。第４の実施形態は、冷蔵庫の上か
ら２段目の貯蔵空間内に形成されたレールの構成が第１の実施形態とは異なっている。そ
の他の構成については、基本的に第１の実施形態と同じ構成を適用することができる。そ
こで、第４の実施形態では、第１の実施形態とは異なる点のみを説明する。
【０１０４】
　図１１には、第４の実施形態にかかる冷蔵庫３００の構成を示す。図１１では、冷蔵庫
３００の上部冷凍室１２および製氷室１３の内部の構成を模式的に示す。なお、図１１で
は、上部冷凍室扉３１２ａ、製氷室扉３１３ａ、収納ケース２１、および貯氷ケース３１
の図示は省略している。
【０１０５】
　また、図１２は、冷蔵庫３００の上から２段目の貯蔵空間（すなわち、上部冷凍室１２
および製氷室１３）にセットされる上部冷凍室扉３１２ａおよび製氷室扉３１３ａを上方
から見た場合の模式図である。図１２では、上部冷凍室扉３１２ａに収納ケース２１を取
り付けるとともに、製氷室扉３１３ａに貯氷ケース３１を取り付けた状態を示す。図１２
では、第１の実施形態の上部冷凍室扉１２ａおよび製氷室扉１３ａと同じ構成部材につい
ては、図示を省略するか、同じ符号を付している。
【０１０６】
　図１１に示すように、断熱箱体１０内の右側の側面１２ｂには、引き出し式の上部冷凍
室扉３１２ａを摺動可能に支持する側面レール（第１のレール）３５４ａが形成されてい
る。また、断熱箱体１０の左側の側面１３ｂには、引き出し式の製氷室扉３１３ａを摺動
可能に支持する側面レール（第１のレール）３５４ｂが形成されている。
【０１０７】
　第１の実施形態と同様に、側面レール３５４ａおよび３５４ｂは、前後方向に延びる細
長い溝である。但し、本実施形態では、側面レール３５４ａおよび側面レール３５４ｂは
、直線状ではなく、その後方部分に緩やかなカーブ部Ｂ１・Ｂ２をそれぞれ有している。
これにより、側面レール３５４ａは、後方部分において、内側（左側）に少し入り込む形
状となっている。また、側面レール３５４ｂは、後方部分において、内側（右側）に少し
入り込む形状となっている。さらに、側面レール３５４ａおよび３５４ｂは、その前方部
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分において、レールの幅が徐々に広くなっている。そして、側面レール３５４ａおよび３
５４ｂの幅は、間口部分１０ａにおいて、最も広くなっている。
【０１０８】
　また、図１１に示すように、上部冷凍室１２および製氷室１３の底面を構成する仕切り
壁５２の上面（水平面）には、左右方向の中央付近に、前後方向に細長い２つの溝が形成
されている。これらの溝のうち、右側の溝は、引き出し式の上部冷凍室扉３１２ａを摺動
可能に支持する底面レール（第２のレール）３５５ａであり、左側の溝は、引き出し式の
製氷室扉３１３ａを摺動可能に支持する底面レール（第２のレール）３５５ｂである。
【０１０９】
　第１の実施形態と同様に、底面レール３５５ａと底面レール３５５ｂとは、互いに略平
行に配置されている。但し、第１の実施形態では、底面レール５５ａ・５５ｂの幅は略一
定であるのに対して、本実施形態では、底面レール３５５ａ・３５５ｂの幅は一定ではな
い。すなわち、底面レール３５５ａ・３５５ｂの前方部分の幅Ｗ１は、その後方部分の幅
Ｗ２よりも大きくなっている。
【０１１０】
　より具体的には、底面レール３５５ａの幅Ｗ１は、底面レール３５５ａと対をなす側面
レール３５４ａのカーブ部Ｂ１との対向位置付近から徐々に狭くなり、後端部において幅
Ｗ２となる。また、底面レール３５５ｂの幅Ｗ２は、底面レール３５５ｂと対をなす側面
レール３５４ｂのカーブ部Ｂ２との対向位置付近から徐々に狭くなり、後端部において幅
Ｗ２となる。
【０１１１】
　また、図１２に示すように、上部冷凍室扉３１２ａの外側支持軸２５の前方部分には、
ガイド部材３２８が設けられている。同様に、製氷室扉３１３ａの外側支持軸３５の前方
部分には、ガイド部材３３８が設けられている。ガイド部材３２８・３３８は、外側へ（
すなわち、冷蔵庫３００の側面１２ｂまたは側面１３ｂの方へ）それぞれ突出している。
ガイド部材３２８は、上部冷凍室扉３１２ａを断熱箱体１０内へ完全に収容したときに、
側面レール３５４ａの間口部分１０ａ近傍の幅広の部分と合致するような構成となってい
る。また、ガイド部材３３８は、製氷室扉３１３ａを断熱箱体１０内へ完全に収容したと
きに、側面レール３５４ｂの間口部分１０ａ近傍の幅広の部分と合致するような構成とな
っている。
【０１１２】
　以上のように、本実施形態では、上部冷凍室扉３１２ａを摺動可能に支持する側面レー
ル３５４ａおよび底面レール３５５ａは、その後方部分において、断熱箱体１０によって
形成される貯蔵空間の中央部分に寄るような形状となっている。同様に、製氷室扉３１３
ａを摺動可能に支持する側面レール３５４ｂおよび底面レール３５５ｂは、その後方部分
において、断熱箱体１０によって形成される貯蔵空間の中央部分に寄るような形状となっ
ている。
【０１１３】
　これにより、上部冷凍室扉３１２ａおよび製氷室扉３１３ａは、どちらも断熱箱体１０
内に収容されるときに、互いに近づく方向に摺動する。つまり、上部冷凍室扉３１２ａは
、矢印Ａ１方向に移動する。また、製氷室扉３１３ａは、矢印Ａ２方向に移動する。そし
てこのとき、上部冷凍室扉３１２ａおよび製氷室扉３１３ａの前方部分に設けられたガイ
ド部材３２８・３３８が側面レール３５４ａ・３５４ｂ上を摺動することによって、上部
冷凍室扉３１２ａおよび製氷室扉３１３ａの前方部分も互いに近づく方向に動かされる。
【０１１４】
　そのため、上部冷凍室扉３１２ａおよび製氷室扉３１３ａを冷蔵庫３００内に収容した
ときに、扉板２２の側面部２３ａに配置されたパッキン２３と、扉板３２の側面部３３ａ
に配置された３３とを近づけることができる。これにより、各側面部２３ａおよび３３ａ
のパッキン同士をより密着させることができ、扉を閉状態としたときの上部冷凍室１２お
よび製氷室１３の密閉性を高めることができる。
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【０１１５】
　＜第４の実施形態の変形例＞
　続いて、第４の実施形態の変形例について、図１３および図１４を参照しながら説明す
る。図１３には、本変形例にかかる冷蔵庫４００の構成を示す。図１３では、冷蔵庫４０
０の上部冷凍室１２および製氷室１３の内部の構成を模式的に示す。なお、図１３では、
上部冷凍室扉４１２ａ、製氷室扉４１３ａ、収納ケース２１、および貯氷ケース３１の図
示は省略している。
【０１１６】
　また、図１４は、冷蔵庫４００の上から２段目の貯蔵空間（すなわち、上部冷凍室１２
および製氷室１３）にセットされる上部冷凍室扉４１２ａおよび製氷室扉４１３ａを上方
から見た場合の模式図である。図１４では、上部冷凍室扉４１２ａに収納ケース２１を取
り付けるとともに、製氷室扉４１３ａに貯氷ケース３１を取り付けた状態を示す。図１４
では、第１の実施形態の上部冷凍室扉１２ａおよび製氷室扉１３ａと同じ構成部材につい
ては、図示を省略するか、同じ符号を付している。
【０１１７】
　図１３に示すように、断熱箱体１０内の右側の側面１２ｂには、引き出し式の上部冷凍
室扉４１２ａを摺動可能に支持する側面レール（第１のレール）４５４ａが形成されてい
る。また、断熱箱体１０の左側の側面１３ｂには、引き出し式の製氷室扉４１３ａを摺動
可能に支持する側面レール（第１のレール）４５４ｂが形成されている。側面レール４５
４ａ・４５４ｂの幅は、第４の実施形態の冷蔵庫３００における側面レール３５４ａおよ
び３５４ｂの幅よりも広くなっている。
【０１１８】
　また、図１３に示すように、上部冷凍室１２および製氷室１３の底面を構成する仕切り
壁５２の上面（水平面）には、左右方向の中央付近に、前後方向に細長い２つの溝が形成
されている。これらの溝のうち、右側の溝は、引き出し式の上部冷凍室扉４１２ａを摺動
可能に支持する底面レール（第２のレール）４５５ａであり、左側の溝は、引き出し式の
製氷室扉４１３ａを摺動可能に支持する底面レール（第２のレール）４５５ｂである。
【０１１９】
　第１の実施形態と同様に、底面レール４５５ａと底面レール４５５ｂとは、互いに略平
行に配置されている。但し、第１の実施形態では、底面レール５５ａ・５５ｂは略直線状
に延びているのに対して、本変形例では、底面レール４５５ａ・４５５ｂは、部分的に蛇
行するように形成されている。具体的には、底面レール４５５ａ・４５５ｂは、その後端
部（破線Ｂ１で囲んだ部分）において、互いに近づくように曲がっている。また、底面レ
ール４５５ａ・４５５ｂは、その前方部分（破線Ｂ２で囲んだ部分）において、互いに一
旦近づいた後、再び離れるように曲がっている。
【０１２０】
　また、図１４に示すように、上部冷凍室扉４１２ａの内側支持軸２４には、後方側に設
けられた移動ローラ２７ａに加えて、前方側にも移動ローラ４２７ａ’が設けられている
。また、製氷室扉４１３ａの内側支持軸３４には、後方側に設けられた移動ローラ３７ａ
に加えて、前方側にも移動ローラ４３７ａ’が設けられている。
【０１２１】
　以上の構成によれば、上部冷凍室扉４１２ａを断熱箱体１０内へ収容するときに、移動
ローラ２７ａは、底面レール４５５ａの後端側の湾曲部Ｂ１上を摺動する。また、移動ロ
ーラ４２７ａ’は、底面レール４５５ａの前方側の湾曲部Ｂ２上を摺動する。これにより
、上部冷凍室扉４１２ａは、矢印Ａ１方向に移動する。
【０１２２】
　また、製氷室扉４１３ａを断熱箱体１０内へ収容するときに、移動ローラ３７ａは、底
面レール４５５ｂの後端側の湾曲部Ｂ１上を摺動する。また、移動ローラ４３７ａ’は、
底面レール４５５ａの前方側の湾曲部Ｂ２上を摺動する。これにより、製氷室扉４１３ａ
は、矢印Ａ２方向に移動する。
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【０１２３】
　このように、本変形例においては、上部冷凍室扉４１２ａの内側支持軸２４の前方およ
び後方に設けられた各移動ローラ２７ａ・４２７ａ’の動きが、蛇行する底面レール４５
５ａによって規制される。また、製氷室扉４１３ａの内側支持軸３４の前方および後方に
設けられた各移動ローラ３７ａ・４３７ａ’の動きが、蛇行する底面レール４５５ｂによ
って規制される。さらに、側面レール４５４ａ・４５４ｂの幅は、第４の実施形態の側面
レール３５４ａおよび３５４ｂの幅よりも広くなっている。そのため、上部冷凍室扉４１
２ａおよび製氷室扉４１３ａを断熱箱体１０内に収容するときに、側面レール４５４ａ・
４５４ｂの上を摺動する移動ローラ２７ｂ・３７ｂ（図１４では図示せず）は、左右方向
にある程度位置をずらすことができる。
【０１２４】
　これにより、上部冷凍室扉４１２ａおよび製氷室扉４１３ａを断熱箱体１０内に収容す
るときに、上部冷凍室扉４１２ａおよび製氷室扉４１３ａを互いに近づく方向に摺動させ
ることができる。なお、本変形例にかかる構成においては、ガイド部材３２８・３３８は
設けられていなくてもよい。
【０１２５】
　以上より、本変形例によれば、上部冷凍室扉４１２ａおよび製氷室扉４１３ａを冷蔵庫
４００内に収容したときに、扉板２２の側面部２３ａに配置されたパッキン２３と、扉板
３２の側面部３３ａに配置された３３とを近づけることができる。これにより、各側面部
２３ａおよび３３ａのパッキン同士をより密着させることができ、扉を閉状態としたとき
の上部冷凍室１２および製氷室１３の密閉性を高めることができる。
【０１２６】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなく特許請求の範囲によって示され、
特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図される
。また、本明細書で説明した異なる実施形態の構成を互いに組み合わせて得られる構成に
ついても、本発明の範疇に含まれる。
【符号の説明】
【０１２７】
１　　　：冷蔵庫
１０　　：断熱箱体
１２　　：上部冷凍室
１２ａ　：上部冷凍室扉（引き出し式の扉）
１３　　：製氷室
１３ａ　：製氷室扉（引き出し式の扉）
２１　　：収納ケース（貯蔵容器）
２３　　：パッキン（密閉部材）
２３ａ　：側面部
２７ａ　：移動ローラ（第２の当接部）
２７ｂ　：移動ローラ（第１の当接部）
３１　　：貯氷ケース（貯蔵容器）
３３　　：パッキン（密閉部材）
３３ａ　：側面部
３７ａ　：移動ローラ（第２の当接部）
３７ｂ　：移動ローラ（第１の当接部）
５４ａ　：側面レール（第１のレール）
５４ｂ　：側面レール（第１のレール）
５５ａ　：底面レール（第２のレール）
５５ｂ　：底面レール（第２のレール）
２２１　：収納ケース（貯蔵容器）
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